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一 国際調査報告 （条約第 2 1条(3))

(54) Title: STRADDLED VEHICLE

(54) 発明の名称 ：鞍乗型車両

(57) ADStract: This straddled vehicle, which i s
provided with accessory components (70, 101)
disposed in the vicinity of a vehicle body frame
(21), has an accessory disposing tray (o2) that
supports the accessory components and i s at
tached to the vehicle body frame. The access
ory disposing tray i s a resin molded article
formed in a plate shape having a plurality of
surfaces. In the resin molded article, accessory
component support sections ( 116, 141), a wir
ing support section ( 118) that supports wiring
( 117) accompanying one accessory component,
and tubing support sections (12 la- 121c) that
support tuDmg (66) accompanying another ac
cessory component are integrally formed.

(57) 要約： 車体 フレーム （2 1 ) の
周辺に配置される補機部品 （7 0 、
0 1 ) を備える鞍乗型車両は、前記補
機部品を支持すると共に前記車体 フ
レームに取 り付 けられた補機配置 ト
レ一 （6 2 ) を有する。補機配置 ト
レーは、複数の面を有する板状に形成
された樹脂成形品である。この樹脂成
形品には、補機部品支持部 （1 1 6 ,
1 4 1 ) 、 つの補機部品に付随する

（6 6 ) を支持する
配管支持部 2 1 a ~ 1 2 1 c ) が一体形成されている。



明 細 書

発明の名称 ：鞍乗型車両

技術分野

[0001 ] 本発明は、鞍乗型車両の改良に関する。

背景技術

[0002] 車体フレームが車体カバ一で覆われた鞍乗型車両において、車体フレーム

に電装品等の補機を固定する部材 （ケース）を配置 した技術が知られている

(例えば、特許文献 1 (図 1、図 3 ) 参照。）。

[0003] 特許文献 1 に示されるように、車体フレームはカバ一で覆われており、電

圧制御用レギユレ一タを収納するケースが車体フレームに取付けられている

。このケースに、点火コイル及び点火制御装置が取付けられる。

[0004] 特許文献 1 の技術によれば、電圧制御用レギユレータゃ点火制御装置等の

電装部品を固定 支持する専用の取付部材及び支持部材の数を減らすことは

できる。 しかし、電装部品を固定 支持する部材として、電圧制御用レギュ

レ一タを収納するケースを流用したので、多数の補機を取付ける場合、車体

フレームに専用のステ一を設けることとなり、車体フレームの構造が複雑に

なる。加えて、仕様の異なる複数車種の車両を生産する場合においては、専

用のステ一を車種によりそれぞれ作り分けると、車体フレーム自体の作り分

けが発生し、生産効率が低下してしまう。

先行技術文献

特許文献

[0005] 特許文献1 ：国際公開第 2 0 0 3 / 0 0 4 3 4 0 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0006] 本発明は、車体フレームが車体フレームカバ一で覆われた鞍乗型車両にお

いて、車体フレームの構造を複雑にすることなく、補機部品の仕様に違いが

ある場合でも、車体フレームを共用化 し、生産効率を向上させる技術を提供



す る こ とを課題 とす る。

課題 を解決するための手段

[0007] 請 求項 1 に係 る発 明 は、 車 体 フ レー ム と、 この車 体 フ レー ム の周 辺 に配 置

され る少 な くとも 1 つ の補機 部 品 と、 車 体 フ レー ム の 少 な くとも一部 を覆 う

車 体 フ レー ム カバ 一 とを備 え る鞍 乗 型 車 両 にお いて、 前 記 車 体 フ レー ム に取

り付 け られ た補機 配 置 トレ一 に取 付 け られ、 該補機 配 置 トレ一 は、 複 数 面 を

有 す る板 状 に形 成 され た樹 脂 成 形 品 で あ り、 この樹 脂 成 形 品 には、 前 記補機

部 品 の支 持部 と、 補機 部 品 に付 随 す る配線 を支 持 す る配線 支 持部 及 び / 又 は

補機 部 品 に付 随 す る配管 を支 持 す る配管 支 持部 が一体形 成 され て い る こ とを

特 徴 とす る。

[0008] 請 求項 2 に係 る発 明 で は、 車 体 フ レー ム は、 ヘ ッ ドパ イ プ と、 このヘ ッ ド

パ イ プか ら車 両後 方 且 つ下方 へ 延 び る メイ ンフ レー ム と、 この メイ ンフ レー

厶 の 中間部 か ら車 幅 方 向左 右 に分 かれ車 両後 方 且 つ上 方 へ 延 び る左 右 一対 の

シ一 卜レール メ ンバ とか らな り、 前 記補機 配 置 トレ一 は、 下方 へ 開放 しメイ

ンフ レー ム に上 か ら嵌 め られ る第 1 凹部 と、 下方 へ 開 口 し左 右 の シ一 卜レ一

ル メ ンバ の 少 な くとも一方 に上 か ら嵌 め られ た第 2 凹部 とを有 す る こ とを特

徴 とす る。

[0009] 請 求項 3 に係 る発 明 で は、 前 記補機 配 置 トレ一 は、 平 面視 で、 車 両前 後 方

向及 び車 幅 方 向 に延 び て お り、 前 記 少 な くとも 1 つ の補機 部 品 は、 燃 料 系補

機 部 品 と電装 系補機 部 品 とか らな り、 前 記補機 配 置 卜レー の車 幅 方 向 の一方

に前 記燃 料 系補機 部 品 が配 置 され、 前 記補機 配 置 卜レー の車 幅 方 向 の他 方 に

前 記 電装 系補機 部 品 が配 置 され る こ とを特 徴 とす る。

[001 0] 請 求項 4 に係 る発 明 は、 補機 配 置 トレ一 の後 部 が、 後 輪 の上 方 を覆 う リャ

フ ェ ンダ に取 付 け られ る こ とを特 徴 とす る。

[001 1] 請 求項 5 に係 る発 明 は、 補機 配 置 トレー の上 方 に、 収 納 ボ ックスが配 置 さ

れ、 この収 納 ボ ックス に、 この収 納 ボ ックス 内 に溜 ま った液 体 を抜 く液 体抜

き穴 が形 成 され る こ とを特 徴 とす る。

[001 2] 請 求項 6 に係 る発 明 は、 前 記補機 配 置 トレ一 は、 前 記収 納 ボ ックスの液 体



抜き穴の下方に設けられた凹部と、この凹部に形成されて補機 卜レーに溜ま

つた ドレ一ンを抜 くドレ一ン孔とを有することを特徴とする。

[001 3] 請求項 7 に係る発明は、前記少なくとも 1 つの補機部品は前記補機配置 卜

レーに取 り付けられたキヤニス夕からなり、前記補機配置 トレ一は、前記キ

ヤニス夕に設けられた大気開放口を囲むように延びるリプ壁を備えることを

特徴とする。

[0014] 請求項 8 に係る発明は、収納ボックスの下方に配置されている補機配置 卜

レーに、 エ ンジ ンの点火制御を行う点火制御装置が取付けられることを特徴

とする。

発明の効果

[001 5] 請求項 1 に係る発明では、車体フ レームに、樹脂成形品で複数面を有する

板状の補機配置 卜レ一が取付けられる。この補機配置 卜レ一へ一括 して補機

部品を取付けるようにしたので、補機部品の取付に必要な専用部材の数を減

らすことができる。加えて、補機配置 トレ一で配線及び/ 又は配管を支持す

るようにしたので、配線や配管の支持に必要な専用の支持部材の数を減 らす

ことができる。取付部材及び支持部材の数が減るため、部品点数の数が低減

され、生産効率を向上させることができると共に、車両の軽量化を図ること

ができる。

[001 6] また、このような板状に成形される補機配置 トレ一であれば、補機、配線

配管の仕様が異なる車両であっても、車種による車体フ レーム側の変更は

小さなものとし、補機配置 卜レーの形状のみを変更するだけで対応可能にな

り、車体フ レームの仕様の異なる点を可及的に低減 し、共用化による生産効

率向上を図ることができる。

[001 7] 請求項 2 に係る発明では、補機配置 トレ一の第 1 凹部がメインフレームに

嵌 り、第 2 凹部がシ一 卜レール に嵌る。車体フ レームの構造を有効に利用 し

て、補機配置 トレ一を位置決め、固定することで、補機配置 トレ一を車体フ

レ一厶へ締結する締結箇所の個数を減 らすことができる。

[001 8] 請求項 3 に係る発明では、補機配置 卜レーの幅方向の一方側に燃料系補機



部品を配置 し、他方側に電装系補機部品を配置 した。すなわち、補機配置 卜

レーの車幅方向左右で燃料系と電装系の補機部品を互いに離 して配置するこ

とができる。このため、燃料系補機部品同士の間隔をつめて配置でき、電装

系補機部品同士の間隔をつめて配置できる。結果、補機部品をコンパク トに

配置することができる。

[001 9] 請求項 4 に係る発明では、補機配置 トレ一の後部が、 リャフェンダに取付

けられるので、 リャフェンダと補機配置 トレ一によって、補機配置 トレ一上

方の車体内部への塵 埃等の侵入を抑制 して防塵性を高めることができる。

[0020] 請求項 5 に係る発明では、収納ボックスの液体抜き穴の下方には補機配置

卜レーが配置されるため、液体抜き穴から収納ボックス内への塵 埃等の侵

入が抑制され、収納ボックスの防塵性が高められる。液体抜き穴は、平面視

で、補機配置 トレ一に重なる部位であれば、どこでも設けることができ、ま

た、液体抜き穴から排出される液体が板状の補機配置 卜レーで受け止められ

るため、収納ボックスの形状自由度が高められる。

[0021 ] 請求項 6 に係る発明では、補機配置 トレ一に凹部が設けられ、この凹部に

ドレ一ン孔が設けられる。液体抜き穴の位置に関わらず、最終的に車外に排

出する ドレ一ン孔を形成できるため、車両構成に最適化 した ドレ一ン孔位置

を設定できる。

[0022] 請求項 7 に係る発明では、キヤニス夕の大気開放口が、補機配置 トレ一か

ら延びるリブ壁で囲われる。 リブ壁が遮断作用を発揮するために、キヤニス

夕の大気開放口に塵等が侵入 し難 くなり、大気開放口周辺の防塵性を高める

ことができる。

[0023] 請求項 8 に係る発明では、収納ボックスと補機配置 トレーとの間に点火制

御装置を配置 した。すなわち、点火制御装置は、上方の収納ボックスと下方

の補機配置 卜レ一とで効果的に保護される。

図面の簡単な説明

[0024] [ 図1]本発明の第 1実施例に係わる鞍乗型車両の 1 つの形態を提供する自動二

輪車の左側面図である。



[ 図2] 自動二輪車の車体フレームの左側面図である。

[図3] 自動二輪車の車体フレームの平面図である。

[図4] 自動二輪車の要部拡大図である。

[図5]補機配置 卜レ一に配置されるハ一ネス、補機部品を説明する側面図であ

る。

[図6]図4 の6 矢視図である。

[図7]図6 の 7 _ 7線断面図である。

[図8]図6 から収納ボックスを取り外したときの平面図である。

[図9]車体フレームへ補機配置 卜レ一を載置する分解斜視図である。

[図10A]図8 の 1 O A — 1 O A線断面図である。

[図10B]図8 の 1 0 B — 1 0 B線断面図である。

[図11] キヤニス夕の配置構造を説明する断面図である。

[図12]図 1 1の 1 2 _ 1 2 線断面図である。

[図13] キヤニス夕から延びる配管の支持手段を説明する斜視図である。

[図14]補機配置 卜レ一の凹部を説明する斜視図である。

[図15]本発明の第 2 実施例に係わる自動二輪車の図4 と同様の図である。

発明を実施するための形態
[0025] 以下、本発明の実施の形態を、添付図面を参照して詳細に説明する。

実施例 1
[0026] 先ず、本発明の実施例 1 を図面に基づいて説明する。

図 1 に示すように、自動二輪車 1 0 は、前輪 1 1 を操舵自在に支持する操

舵系 1 3 と、後輪 1 2 を揺動自在に支持する後輪懸架系 1 4 と、前輪 1 1 と

後輪の間に設けられ後輪 1 2 を駆動する駆動源としてのエンジン 1 5 と、前

輪 1 1 と後輪 1 2 の間に設けられ乗員が座るシ一卜1 6 とからなり、シ一卜

1 6 に乗員が跨って座る形態の鞍乗型車両である。

[0027] 操舵系 1 3 は、車体フレーム 2 に操舵自在に設けられ前輪 1 1 を支える

フロン トフォーク2 2 と、このフロン トフォーク2 2 に一体的に設けられ乗

員が操舵操作を行うハン ドル 2 3 とを主要素とする。



後輪懸架系 1 4 は、車体 フレーム 2 の下部か ら後方へ延びて後端部で後

輪 1 2 を支えるスイングアーム 2 6 と、 このスイングアーム 2 6 の後端部 と

車体 フレーム 2 間に渡 した リャクッシ ョンュニ ッ 卜2 7 とを主要素 とする

[0028] 車体 3 0 には、車体 フ レー ム 2 と車体カバ一 3 とを含む。 この車体力

バ一 3 で車体 フレーム 2 を覆 っている。車体カバ一 3 (又は 「車体 フ

レームカバ一 3 1 」）は、車体 3 0 の前部 を覆 う前 カバ一部 3 3 と、 この前

カバ一部 3 3 の上方にてハ ン ドル 2 3 回 りを覆 うハ ン ドルカバ一部 3 5 と、

シ一 卜1 6 の下方を覆 う後 カバ一部 3 4 とか らなる。すなわち、車体 フレー

厶カバ一 3 は、車体 フレーム 2 を覆 っている。

[0029] ハ ン ドル カバ一部 3 5 にヘ ッ ドライ ト3 6 が取付けられている。 フ ロ ン ト

フ ォーク 2 2 に前輪 1 1 の泥をよけるフ ロ ン 卜フ ェ ンダ 3 7 が取付けられ、

車体後部 に後輪 1 2 の泥をよける リャフ ェ ンダ 3 8 が取付けられる。

[0030] 次の図 2 ~ 3 を参照 して、 自動二輪車 1 0 の車体 フレーム 2 1 について説

明する。

図 2 に示すように、車体 フレーム 2 1 は、ヘ ッ ドパイプ4 1 と、 このへ ッ

ドパイプ4 か ら後方下方に延びるメインフレーム 4 と、 このメインフレ

—厶 4 2 の後部 に連結 されるピボ ッ 卜部 4 3 と、 メイ ンフ レー ム 4 2 の車両

前後方向中間部か ら後方上方へ延びているシ一 卜レール 4 4 と、シ一 トレ一

ル 4 4 の前後方向中間部 とメインフレーム 4 2 後端 との間を連結するバ ック

ステ一 4 5 と、バ ックステ一 4 5 の中間部か ら上方に延びてお り先端がシ一

卜レール 4 4 に接続 されるサプフレーム 4 6 とを主要素 とする。 ピボ ッ 卜部

4 3 は、後輪 1 2 (図 1 ) を支えるスイングアーム 2 6 (図 1 ) を揺動 自在

に支持する。

[0031 ] 図 3 に示すように、シ一 卜レール 4 4 は、 メインフレーム 4 2 の中間部か

ら車幅方向左右に分かれ延びた後車両後方へ延びている左右のシー 卜レール

メンバ 4 4 L 、 4 4 R か らなる。同様 に、バ ックステ一 4 5 は、 メインフレ

—厶 4 2 の後端部左右の側面 4 2 L b 、 4 2 R b か ら車幅方向左右で且つ後



方へ延びているバックステ一メンバ 4 5 L 、 4 5 Rからなり、これらのバッ

クステ一メンバ 4 5 し 4 5 Rは、各々、左右のシ一 卜レールメンバ 4 4 L

、 4 4 Rの中間部に接続される。サブフレーム4 6 (図 2 ) は、左右のサ ブ

フレームメンバ 4 6 L 、 4 6 Rからなり、これらの左右のサプフレームメン

バ 4 6 L 、 4 6 R は、各々、左右のバックステ一メンバ 4 5 L 、 4 5 Rから

左右のシ一 卜レールメンバ 4 4 L 、 4 4 Rへ延びて、サプフレームメンバ 4

6 L 、 4 6 ¾ の先端部 4 6 1_ 、 4 6 R a が各々左右のシ一 卜レールメンバ

4 4 し 4 4 R に接続される。

[0032] 第 1 クロスフレ一厶 5 1 と第 2 クロスフレ一厶 5 2 は、左右のシ一 トレ一

ルメンバ 4 4 L 、 4 4 R間にのびる。第 1 クロスフレ一厶 5 1 の両端は左右

のサブフレームメンバ 4 6 し 4 6 ¾ の先端 4 6 1_ 3、 4 6 R aに隣接 して配

置される。第 2 クロスフレ一厶 5 2 は第 1 のクロスフレ一厶 5 の後方に配

置される。図示の実施例においては、第 2 のクロスフレ一厶 5 2 はシ一 トレ

—ル 4 4 の後端に配置されている。

[0033] 次に、収納ボックス及び周辺部の構造等について説明する。図4 に示すよ

うに、収納ボックス 6 1 は、シ一 卜1 6 (図 1 ) の下方に配置され、シ一 卜

6 を支持すると共に物品等を収納する。この収納ボックス 6 の下方で、

且つメインフレーム4 2 の上方には、サブカバ一 6 2 が配置され、このサ ブ

カバ一 6 2 の後方に後輪 1 2 が跳ね上げた泥をよけるリャフェンダ3 8 が配

置される。

[0034] サブカバ一 6 2 は、収納ボックス 6 1 の下方を覆うと共に、後述する補機

部品類を支持 固定する部材である。補機部品類を支持 固定するという機

能を有するため、以下、サブカバ一 6 2 を 「補機配置 トレ一」とも言うこと

とする。

[0035] 収納ボックス 6 の車両後方にてシ一 卜レール 4 4 に燃料タンク6 4 が取

付けられる。この燃料タンク6 4 から燃料タンク6 4 で蒸発 した蒸発燃料を

通すチャージ配管 6 5 が延ばされ、このチャージ配管 6 5 の先が蒸発 した蒸

発燃料を蓄えるキヤニスタ 7 0 に接続される。キヤニスタ 7 0 からエンジン



5 の燃料供給系へ、キヤニスタ 7 0 で蓄えられた燃料を排出するパージ配

管 6 6 が延びている。

[0036] キヤニスタ 7 0 は、収納ボックス 6 1 より下でサブカバ一 6 2 より上で且

っリャフェンダ3 8 より車両前方に配置される。キヤニスタ 7 0 は、収納ボ

ックス 6 とサブカバ一 6 2 の間で、 リャフェンダ3 8 より車両前方に配置

されるともいえる。車両側面視で、キヤニスタ 7 0 は、シ一 卜レール 4 4 に

キヤニス夕の一部 7 1 が重なり、このキヤニス夕の残部 7 2 が、メインフレ

—厶4 2 、シ一 卜レール 4 4 、バックステ一4 5 で囲われるように配置され

る。

[0037] 車両側面視で、シ一 卜レール 4 4 にキヤニス夕の一部 7 1 が重なっている

。加えて、キヤニス夕の残部 7 2 は、メインフレーム4 2 、シ一 卜レール 4

4 、バックステ一4 5 とで囲まれる領域に配置される。このようなキヤニス

タ 7 0 の配置であれば、キヤニスタ 7 0 へ上下左右方向から力がかかり難 く

なり、キヤニスタ 7 0 を保護することが可能になる。

[0038] 補機配置 トレ一 （サブカバ一） 6 2 に、エンジン 1 5 のA C G (交流発電

機）から延びるハーネス 1 6 6 の着脱を可能にするA C G カプラー 1 6 7 が

取付けられている。 1 6 8 はプリ一ザホースである。

[0039] 図 5 に示すように、車幅方向右側方から見たとき、メインハーネス 1 1 7

は、メインフレーム4 2 に沿うように車両前方から後方へ延びた後、右のシ

- 卜レール 4 4 R に沿うようにして配索されている。メインフレーム4 2 の

側部に板状のブラケッ卜1 7 1 が垂下するように取付けられ、このブラケッ

卜1 7 1 の前部下部に、 A S V ユニット1 7 2 が装着され、このA S V ュニ

ッ卜1 7 2 の車両後方にてブラケッ卜1 7 1 の後部下部に、 1次コイル 1 7

3 が装着されている。メインハーネス 1 1 7 は、 A S V ユニット1 7 2 及び

1次コイル 1 7 3 の上方に配索されている。

[0040] 図 6 に示すように、収納ボックス 6 1 は、物品等を収納することができる

開口部 8 と、この開口部 8 の前部に設けられて車体フ レーム 2 側へ取

付けられる前取付部 8 3 と、開口部 8 1 の画成すると共にシ一 卜1 6 (図 1



) の前部 を支える輪郭部 8 2 と、 この輪郭部 8 2 の後部か ら左右外方に延び

て左右のシ一 卜レールメンバ 4 4 L 、 4 4 R に載置される左右の後取付部 8

4 L 、 8 4 R とを有する。前取付部 8 3 と左右の後取付部 8 4 L 、 8 4 R は

、各々、ね じ部材 8 5 で車体 フレーム 2 1 へ締結 される。収納ボ ックス 6 1

の開口部 8 に、 テ リ8 8 が収納 されている。

[0041 ] 図 7 に示すように、車体 フレーム 2 1 に取付けられる収納ボ ックス 6 1 の

上部 9 と下部 9 2 とは、水平方向に延びる仕切板 9 3 で区画される。 この

仕切板 9 3 の下方にて収納ボ ックス 6 1 の下部 9 に テ リ8 8 が載置さ

れ、収納ボ ックス 6 の上部 9 に物 を入れる物入れ空間が形成 される。収

納ボ ックス 6 の底部 9 5 には、 この収納ボ ックス 6 1 内に溜 まつた液体を

抜 く液体抜 き穴 9 6 が形成 されている。

[0042] また、収納ボ ックス 6 の下部 に、下方へ垂下する下膨出部 9 7 が設けら

れ、 この下膨出部 9 7 にバ ッテ リ8 8 の下部が収受されている。下膨出部 9

7 の車両前方に、第 1 の補機部品 （点火制御装置） 1 0 1 が配置される。 こ

の第 1 の補機部品 （点火制御装置） 1 0 1 は、補機配置 トレ一 （サブカバ一

) 6 2 に取付けられる。 また、下膨出部 9 7 の車両後方に、第 2 の補機部品

(キヤニスタ） 7 0 が配置される。第 2 の補機部品 （キヤニスタ） 7 0 は、

補機配置 トレ一 （サブカバ一） 6 2 に取付けられる。すなわち、車体 フレー

厶 2 の周辺に補機部品を取付ける補機配置 トレ一 6 2 が配置される。

[0043] 収納ボ ックス 6 に、キヤニスタ 7 0 の前方にて垂下する下膨出部 9 7 が

備え られ、下膨出部 9 7 の前方に電装部品 （点火制御装置） 1 0 1 が配置さ

れる。すなわち、下膨出部 9 7 でキヤニスタ 7 0 とを点火制御装置 1 0 1 と

を車両前後 に離間 して配置することができる。

[0044] メインフレームの後端部 4 2 b か ら車両斜め後上方へ後輪 1 2 の泥をよけ

る リャフェンダ 3 8 が延びている。 この リャフェンダの下端 3 8 c がフェン

ダ締結部 1 0 5 でメインフレ一厶の後端部 4 2 b に締結 される。

[0045] この リャフェンダ 3 8 の車両前方に、 リャフェンダ 3 8 に連続するように

して補機配置 トレ一 6 2 が配置される。補機配置 トレ一 6 2 は、収納ボ ック



ス 6 とメインフレーム4 2 の間に配置され、点火制御装置 1 0 1 やキヤ二

スタ 7 0 等の補機部品が取付けられている。このように、補機配置 トレ一 6

2 の後部は、 リャフェンダ3 8 に連続するようにしてリャフェンダ3 8 に取

付けられる。

[0046] 補機配置 トレ一 6 2 の前部は、メインフ レーム 4 2 に接合 した トレ一支持

ステ一 1 1 1 に前 トレ一締結部材 1 1 3 で締結される。前 トレ一締結部材 1

1 3 はね じから成 り、その軸は車幅方向水平に延びており、車幅方向左側か

ら右側へ前 トレ一締結部材 1 1 3 がね じ込まれ、補機配置 トレ一 6 2 の前部

が トレ一支持ステ一 1 1 1へ締結される。

[0047] 補機配置 トレ一 6 2 の後部は、フヱンダ締結部 1 0 5 の上方位置にてリャ

フェンダ3 8 に後 トレ一締結部材 1 1 4 で締結される。後 トレ一締結部材 1

4 はボル 卜から成 り、その軸は車両斜め前上方から車両斜め後ろ下方に延

びており、車両斜め前上方から車両斜め後ろ下方へ後 トレー締結部材 1 1 4

をね じ込んて図示 しないナツ卜と螺合させることにより、補機配置 トレ一 6

2 の後部がリャフェンダ3 8 へ締結される。すなわち、補機配置 トレ一 6 2

の後部は、メインフレーム4 2 に締結され後輪 1 2 の上方を覆うリャフェン

ダ締結部 1 0 5 の近傍にてリャフヱンダ3 8 に締結される。

[0048] 図 8 に示すように、補機配置 トレ一 6 2 は、板状に形成される樹脂成形品

である。前述 したように、補機配置 トレ一 6 2 には、補機部品の 1 つである

キヤニスタ 7 0 が取付けられ、エンジン 1 5 の点火制御を行う点火制御装置

0 1 が取付けられる。さらに、補機配置 トレ一 6 2 に、補機部品 （キヤ二

スタ） 7 0 の取付支持部 1 1 6 に加えて、メインハーネス 1 1 7 を含む配線

を支持する配線支持部 1 1 8 及び配管を支持する複数の配管支持部 1 2 0 a

~ 1 2 0 c 、 a ~ c が一体形成されている。これらの複数の配

管支持部 1 2 0 a ~ 1 2 0 c によって、キヤニスタ 7 0 に接続されるパージ

配管 6 6 は、補機配置 トレ一 6 2 に支持される。同様に、燃料タンク6 4 (

図 6 ) からエンジン 1 5 の燃料供給系に延びている燃料配管 6 7 は、複数の

配管支持部 1 2 1 a ~ 1 2 1 c によって、補機配置 トレ一 6 2 に支持される



。 また、補機配置 トレ一 6 2 の車幅方向右側 にカプラー支持部 1 7 5 、 1 7

5 が取付けられている。配管支持部 1 2 1 b と 1 2 1 c の間にてパージ配管

6 6 上にワンウェイバル ブ 1 8 5 が介在 される。補機配置 トレ一 6 2 の車幅

方向右側 には、エアク リーナとエンジン 1 5 (図 1 ) のクランクケースを接

続するプ リ一ザホース 1 6 8 を支持するプ リ一ザホースガイ ド1 1 9 が補機

配置 トレ一 6 2 の内方へ延出するように設けられている。

[0049] キヤニスタ 7 0 の取付支持部 1 1 6 (図 9 ) は、略円柱形状 をもつキヤ二

スタ 7 0 の円筒部 1 3 0 が係合可能な載置凹面 1 7 7 を有 している。補機配

置 トレ一 6 2 は、キヤニスタ 7 0 に設けられた大気開放 口 1 3 を囲むよう

に延びる リプ壁 1 2 8 を有する。

[0050] 補機配置 トレ一 6 2 に取付けられエ ンジ ン 1 5 の点火制御 を行 う点火制御

装置 1 0 1 は、収納ボ ックス 6 1 (図 6 ) と補機配置 トレ一 6 2 との間に配

置される。すなわち、点火制御装置 1 0 1 は、下方の補機配置 トレ一 6 2 で

効果的に保護 される。なお、補機部品のうちの レギユレ一タ 1 0 2 は、右の

シ一 卜レール 4 4 に突設 したステ一 1 0 3 に レギユレ一タ締結部材 1 0 4 (

図 1 3 及び 1 4 ) で支持されている。

[0051 ] 次 に、補機配置 トレ一 （サブカバ一） 6 2 を車体 フ レー ム 2 1 へ載置する

構造について説明する。図 9 に示すように、補機配置 トレ一 6 2 は、車幅方

向で左右非対称の形状の板状部材であ り、車体 フ レー ム 2 に上方か ら載置

され取付けられる。補機配置 トレ一 6 2 の前部 に形成 した第 1 凹部 1 5 1 が

メイ ンフ レー ム 4 2 に嵌るように載置され、補機配置 トレ一 6 2 の前後方向

中間部の左側 に形成 した第 2 凹部 1 5 2 が左のシ一 卜レール 4 4 L に嵌るよ

うに載置されると共に、補機配置 トレ一 6 2 の前後方向中間部の右側 に形成

した第 3 凹部 1 5 0 (図 8 ) が右のシ一 卜レール 4 4 R に嵌るように載置さ

れている。

[0052] 図 8 を併せて参照 して、補機配置 トレ一 6 2 は、その前部 に点火制御装置

0 を支持する点火制御装置支持部 1 4 が付設され、その車幅方向左側

に、パージ配管 6 6 を支持するフック状のパージ配管支持部 1 2 0 a ~ 1



O c が付設され、燃料配管 6 7 を支持するフック状の燃料配管支持部 1 2 1

a ~ c が付設され、補機配置 トレ一 6 2 の後部にキヤニスタ 7 0 を支

持するキヤニスタ支持部 1 1 6 が設けられる。キヤニスタ支持部 1 1 6 は、

後述するキヤニスタ 7 0 を斜めに載置可能にする傾斜凸部 1 2 6 と、この傾

斜凸部 1 2 6 に突設されキヤニスタ 7 0 をゴム等の弾性材料からなるホルダ

部材 1 2 5 で傾斜凸部 1 2 6 へ着脱可能に固定する爪部 1 2 7 、 1 2 7 とか

らなる。

図 1 O A 及び図 1 0 B を参照 して、車体フ レーム 2 1 に対する補機配置 卜

レ一 （サブカバ一） 6 2 の嵌合構造等について説明する。

[0053] 図 1 O A に示すように、補機配置 トレ一 6 2 に、下方へ開口する第 1 凹部

1 5 1 が形成される。この第 1 凹部 1 5 1 は、メインフレーム4 2 に上から

嵌めることができるように形成される。第 1 凹部 1 5 1 は、メインフレーム

4 2 に嵌るように配置される。

[0054] 図 1 0 B に示すように、補機配置 トレ一 6 2 の車幅方向左側の面に、下方

へ開口する第 2 凹部 1 5 2 が形成される。この第 2 凹部 1 5 2 は、左のシ一

卜レール 4 4 L に上から嵌めることができるように形成される。第 2 凹部 1

5 2 は、左のシ一 卜レール 4 4 L に嵌るように配置される。

[0055] 図 8 にて、補機配置 トレ一 6 2 は、平面視で、車両前後方向及び車幅方向

に延びており、補機部品は、キヤニスタ 7 0 等の燃料系補機部品 1 5 3 と点

火制御装置 1 0 1等の電装系補機部品 1 5 4 とからなる。電装系補機部品 1

5 4 は、前述 した点火制御装置 1 0 1 の他、 レギユレ一タ 1 0 2 に接続され

る配線 1 5 5 やメインハーネス 1 1 7 等の配線を含む。

[0056] 図中、補機配置 トレ一 6 2 の車幅方向の一方 （左側）には、キヤニスタ 7

0 等の燃料系補機部品 1 5 3 が配置され、これら燃料系補機部品 1 5 3 の車

幅方向の他方 （右側）には、点火制御装置 1 0 1 ゃ レギユレ一夕 1 0 2 等の

電装系補機部品 1 5 4 が配置される。

[0057] このように構成 したので、配置 トレ一 6 2 の車幅方向左右で燃料系補機部

品 1 5 3 と電装系補機部品 1 5 4 を互いに離 して配置することができる。こ



のため、燃料系補機部品 1 5 3 同士の間隔をつめて配置でき、電装系補機部

品 1 5 4 同士の間隔をつめて配置できる。結果、補機配置 トレ一 6 2 に補機

部品 1 5 3 、 5 4 をコンパ ク トに配置することができる。

[0058] 図 1 O A 及び図 1 O B に示すように、補機配置 トレ一 6 2 に、下方へ開口

しメインフレーム 4 2 に上か ら嵌めることができる第 1 凹部 1 5 1 と、下方

へ開口 し左のシ一 卜レール 4 4 に上か ら嵌めることができる第 2 凹部 1 5 2

とが一体形成 される。第 1 凹部 1 5 1 は、補機配置 トレ一 6 2 の前部 に形成

され、第 2 凹部 1 5 2 は、補機配置 トレ一 6 2 の長手方向中間部 に形成 され

る。

[0059] 補機配置 トレ一 （サブカバ一） 6 2 の第 1 凹部 1 5 1 がメイ ンフ レー ム 4

2 に嵌 り、第 2 凹部 1 5 2 が左のシ一 卜レールメンバ 4 4 L に嵌 り、第 3 の

凹部 1 5 0 が右のシ一 卜レールメンバ 4 4 R に嵌る。 これ らの嵌合により補

機配置 トレ一 6 2 の位置ずれを防止することができる。上記構成 より、補機

配置 トレ一 6 2 を車体 フレーム 2 へ締結する締結箇所は、 2 つの締結箇所

(図 8 に示す前 トレ一締結部材 1 1 3 及び後 トレ一締結部材 1 1 4 ) で済 ま

すことができる。結果、締結箇所及び締結部材の個数 を減 らすことができる

[0060] なお、本実施例では、補機配置 トレ一 6 2 は、左右のシ一 卜レールメンバ

4 4 L 、 4 4 R に嵌合されるが、補機配置 トレ一 6 2 の形状 を変更 し、右の

シ一 卜レールめんば 4 4 R のみに嵌合させても良い し、若 しくは、左のシ一

卜レールメンバ 4 4 L のみに嵌合させることは差 し支えない。

[0061 ] 以上、説明 したように、補機配置 トレ一 6 2 は、複数の補機部品の支持部

及び配管 配線の支持部 と して機能すると共に、収納ボ ックス 6 の下方を

覆 うサブカバ一と しての機能を併せもっている。

[0062] 次 に、補機配置 トレ一 6 2 に取付けたキヤニスタ 7 0 の配置等について説

明する。図 1 1 に示すように、補機配置 トレ一 6 2 へホルダ部材 1 2 5 で取

付けられるキヤニスタ 7 0 は、円筒状の部材であ り、 この円筒状の円筒部 1

3 0 の長手軸 1 3 5 方向が車幅方向に延びるように配置される。



[0063] キヤニスタは、一端面 （左端面） 1 3 7 に放出口 1 3 3 と導入口 1 3 4 と

を備え、他端面 （右端面） 1 3 8 に大気開放口 1 3 1 と ドレ一ンロ 1 3 2 と

を備える。左端面 1 3 7 と右端面 1 3 8 とを通る長手軸 1 3 5 が車幅方向に

延びるように、且つ、左端面 1 3 7 より右端面 1 3 8 が下方になるように、

補機配置 トレ一 6 2 の傾斜凸部 1 2 6 の載置凹面 1 7 7 に載置することによ

つて斜めに配置されている。

[0064] キヤニスタ 7 0 の車幅方向一端面 （左端面） 1 3 7 に、燃料タンク6 4 (

図 5 ) につながる導入口 1 3 4 と、エンジン 1 5 の燃料供給系につながる放

出口 1 3 3 とが設けられ、キヤニス夕の車幅方向他端面 （右端面） 1 3 8 に

、キヤニスタ内部を大気圧に調圧する大気開放口 1 3 と、キヤニスタ内貯

蔵燃料が余剰になった場合に排出する ドレ一ンロ 1 3 2 とが備えられる。 ド

レー ン口 1 3 2 に ドレ一 ンパイプ 1 4 2 が接続される。

[0065] 図 1 1 及び図 1 2 に示すように、収納ボックス 6 1 の底部 6 1 s から下方

へ環状 （口の字状）の壁部 8 6 が延び、この壁部 8 6 に沿うように補機配置

トレ一 6 2 から平面視で環状の一部を切 り欠いた形状のリプ壁 1 2 8 が延び

ている。このリブ壁 1 2 8 は、キヤニス夕の大気開放口 1 3 1 を入れること

ができるキヤニスタ用切欠部 1 2 8 a と、ラビリンス室 1 2 9 の容積をかせ

ぐために設けた折曲部 1 2 8 b を有 しており、底面視でラビリンス室 1 2 9

の形状は略 L 字状を呈する。

[0066] 環状の壁部 8 6 内の空間にリプ壁 1 2 8 の先端を配置 し壁部 8 6 とリプ壁

1 2 8 間に狭小のクリアランスを形成する。この狭小のクリアランスを含み

リプ壁 1 2 8 と壁部 8 6 とでラビリンス部 8 9 となるようにし、 リプ壁 1 2

8 で囲まれた空間であるラビリンス室 1 2 9 にキヤニス夕の大気開放口 1 3

1 を配置させる。すなわち、ラビリンス部 8 9 に大気開放口 1 3 を臨ませ

るようにキヤニスタ 7 0 を配置 し、外気がラビリンス部 8 9 を介 して大気開

放口 1 3 1 に至るようにした。外気は、壁部 8 6 とリブ壁 1 2 8 の狭小のク

リアランスを介 して、ラビリンス室 1 2 9 に導入されるため、ラビリンス室

1 9 の防塵性は高い。



[0067] キヤニス夕の左端面 1 3 7 に開けた導入口 1 3 4 には、燃料タンク6 4 か

ら延びるチャージ配管 6 5 が接続され、キヤニス夕の左端面 1 3 7 に開けた

放出口 1 3 3 には、パージ配管 6 6 が接続される。このパージ配管 6 6 の先

は、エンジン 1 5 (図 1 ) の吸気系へ連結される。

[0068] 図 7 に戻って、収納ボックス 6 1 に、この収納ボックス 6 1 内に溜まった

液体を抜 く液体抜き穴 9 6 が形成される。図 8 にて、収納ボックス 6 1 の下

方に、補機配置 トレ一 6 2 が配置され、液体抜き穴 9 6 の下方位置にて補機

配置 トレ一 6 2 に凹部 1 4 5 が設けられ、この凹部 1 4 5 に補機配置 トレ一

6 2 に溜まった ドレ一ンを抜 くドレ一ン孔 1 4 6 が設けられる。すなわち、

補機配置 トレ一 6 2 に開けた ドレ一ン孔 1 4 6 は、下方に凹ませ平面視で車

幅方向及び前後方向に延びており平面視で略矩形状の凹部 1 4 5 に形成され

る。車両平面視で、液体抜き穴 9 6 と ドレ一ン孔 1 4 6 とを位置をずらして

配置すれば、収納ボックス 6 内の防塵性が一層高められる。

[0069] 次に、補機配置 トレ一 6 2 の底部に設けた ドレ一ン用開口等について説明

する。図 1 1 に示すように、補機配置 トレ一 6 2 に第 2 の凹部 1 4 8 が設け

られ、この第 2 の凹部 1 4 8 に ドレ一ン用開口 1 4 7 が設けられる。第 2 の

凹部 1 4 8 の底面は、 ドレ一ン用開口 1 4 7 に向かって下方に傾斜 しており

、補機配置 トレ一 6 2 に溜まった液体は、 ドレ一ン用開口 1 4 7 から速やか

に排出される。収納ボックス 6 に溜まった液体が液体抜き穴 9 6 を介 して

補機配置 トレ一 6 2 に落下 したとしても、この液体は ドレ一ン用開口 1 4 7

を介 して排出されるため、補機配置 トレ一 6 2 に液体が溜まる心配はない。

従って、本実施例においては、 ドレ一ンパイプ 1 4 2 が ドレ一ンロ 1 3 2 に

接続されているが、ラビリンス部 8 9 によって防塵性の高い空間に ドレ一ン

口 1 3 2 が配置される点、及び第 2 の凹部 1 4 8 、 ドレ一ン用開口 1 4 7 で

補機配置 トレ一 6 2 から排出可能とされる点により、 ドレ一ンパイプ 1 4 2

を廃止することもできる。

[0070] 図 1 3 に示すように、補機配置 トレ一 6 2 に、メインフレーム4 2 に固着

され収納ボックス （図 1 0 、符号 6 1 ) の前取付部 8 3 が締結される前取付



ステ一 1 6 が顔 を出すように取付開口 1 6 2 が開けられる。補機配置 トレ

— 6 2 に取付開口 1 6 2 を開けたので、 メイ ンフ レー ム 4 2 と収納ボ ックス

6 の間に補機配置 トレ一 6 2 を配置 した場合であっても、収納ボ ックス 6

をメインフレーム 4 2 へ しつか りと取付けることができる。

[0071 ] 次 に、左のシ一 卜レールメンバ 4 4 L に嵌合される補機配置 トレ一 6 2 の

第 2 凹部 1 5 2 の形状 を説明する。

図 1 4 に示すように、補機配置 トレ一の第 2 凹部 1 5 2 は、図 1 O B で説

明 したように左のシ一 卜レールメンバ 4 4 L に嵌るように設けられている。

この第 2 凹部 1 5 2 の車両後端 に連続 して、補機配置 トレ一 6 2 の水平上面

6 2 h か ら鉛直上方に縦壁 1 8 が延び、 この縦壁 1 8 の上端か ら水平方

向車両外方へ上壁 1 8 2 が延びている。 この上壁 1 8 2 に補機部品 （配管類

) の支持部 1 2 1 b 、 1 2 1 c が一体的に設けられている。

[0072] 縦壁 1 8 1 の車幅方向内方且つキヤニスタ 7 0 を支える傾斜凸部 1 2 6 の

車両前方にて、補機配置 トレ一 6 2 の水平上面 6 2 h には、下方に凹み補機

配置 トレ一 6 2 上に落下 した ドレ一ンを溜める凹部 1 4 5 が形成 されている

[0073] 以上に述べた鞍乗型車両の作用効果を次に述べる。

図 7 ~ 8 に示すように、車体 フレーム 2 1 に、複数の面を有する板状の樹

脂成形品か ら成 る補機配置 卜レ一 6 2 が取付けられる。 この補機配置 トレ一

6 2 へ 一括 して補機部品 1 5 3 、 5 4 を取付けるように したので、補機部

品 1 5 3 、 5 4 の取付に必要な専用部材の数 を減 らすことができる。加え

て、補機配置 トレ一 6 2 で配線や配管 を支持するように したので、配線や配

管の支持に必要な専用の支持部材の数 を減 らすことができる。取付部材及び

支持部材の数が減 るため、部品点数の数が低減 される。部品点数が減 るため

、組付工数 を低減 させることができる。部品点数が減 るため、車両の軽量化

を図ることができる。

[0074] 図 4 に示すように、収納ボ ックス 6 1 とサブカバ一 6 2 の間で、 リャフエ

ンダ 3 8 より車両前方に、キヤニスタ 7 0 が配置される。すなわち、キヤ二



スタ 7 0 は、収納ボックス 6 とサブカバ一 6 とリャフェンダ3 8 とで囲

われた領域に配置される。キヤニスタ 7 0 の後方にリャフェンダ3 8 が配置

され、キヤニスタ 7 0 の上方に収納ボックス 6 1 が配置され、キヤニスタ 7

0 の下方にサブカバ一 6 2 が配置されるので、キヤニスタ 7 0 を防塵性の高

い空間に配置することができる。

[0075] 図 1 1 に示すように、キヤニスタ 7 0 は、左端面 1 3 9 が上に右端面 1 4

0 が下になるように配置される。キヤニスタ 7 0 を水平に配置するよりも斜

めに配置することで、車幅方向の寸法を短縮することができる。

[0076] 補機配置 トレ一 6 2 に取付けられるキヤニスタ 7 0 に設けられた大気開放

口 1 3 1 を囲むように補機配置 トレ一 6 2 からリブ壁 1 2 8 が延びている。

このような構成により、 リブ壁 1 2 8 が遮断作用を発揮するために、キヤ二

スタ 7 0 の大気開放口 1 3 に外から塵等の異物が侵入 し難 くなる。

[0077] 従来は、異物の侵入防止を図るために、大気開放口にホースを接続 し、ホ

—スの先をクリーンな空間へ配置することが行われてきた。 しか し、ホース

の分だけ重量が増加 し、ホースの調達コス トが嵩む。この点、本発明によれ

ば、クリーンな空間まで延ばすホースは不要になる。また、防塵性の観点の

みを考慮するならば、本実施例では、 ドレ一ンパイプ 1 4 2 を廃止すること

ができる。結果、軽量化及びコス ト低減を図ることができる。

[0078] 収納ボックス 6 1 から外方へ壁部 8 6 が延ばされ、この壁部 8 6 に沿うよ

うに補機配置 トレ一 （サブカバ一） 6 2 からリプ壁 1 2 8 が延ばされ、この

リプ壁 1 2 8 と壁部 8 6 とでラビリンス部 8 9 を形成 した。

[0079] この構成により、外気はラビリンス部 8 9 を介 して大気開放口 1 3 に至

るので、大気開放口 1 3 1 からの麈 埃等異物の侵入を防止することができ

る。キヤニスタ 7 0 の大気開放口 1 3 をより防塵性の高い空間 （ラビリン

ス室 1 2 8 ) に配置することで、大気開放口 1 3 に接続 していたホースを

廃止できる。結果、軽量化及びコス ト低減を図ることができる。

[0080] キヤニスタ 7 0 の円筒部 1 3 0 は、大気開放口 1 3 が下方に位置するよ

うに斜めに配置される。ラビリンス室 1 2 8 の下部に大気開放口 1 3 を配



置 したので、外気に塵 埃が含まれているとしても大気開放 口 1 3 への侵

入が抑えられる。結果、キヤニスタ 7 0 の防塵性を一層高めることができる

[0081 ] キヤニスタ 7 0 は、補機配置 トレ一 （サブカバ一） 6 2 に取付けられてい

る。キヤニスタ 7 0 を車体側に支持する専用ステ一を用いるよりも、本発明

のように、補機配置 トレ一 （サブカバ一） 6 2 でキヤニスタ 7 0 を支持させ

ることで、部品点数の増加を抑えることができる。

[0082] 図 8 ~ 9 に示すように、板状に成形される補機配置 トレ一 6 2 であれば、

補機、配線 配管の仕様が異なる車両であっても、車種による車体フレーム

側の変更は小さなものとし、補機配置 トレ一 6 2 の形状のみを変更する

だけで対応可能になる。従 って、異なる車種であっても同一ラインでの生産

が行い易 くなる。異なる車種が同一ラインで生産可能 となれば、組立生産性

を高めることができる。

[0083] また、キヤニスタ 7 0 と、 このキヤニスタ 7 0 か ら延びるパージ配管 6 6

を予め補機配置 トレ一 （サブカバ一） 6 2 に組付けてサプアセンプリを形成

し、 このサプアセンプリを車体側へ組付けるように してもよい。 このように

、予めサブ組立化することにより、組付性に係る生産性の向上が図れる。

実施例 2

[0084] 次に、本発明の実施例 2 を図面に基づいて説明する。

図 1 5 に示すように、収納ボックス 6 とメインフレーム 4 2 の間に補機

配置 トレ一 6 2 A が配置され、 この補機配置 トレ一 6 2 A の後部上面に、点

火制御装置 1 0 1 B が取付けられる。なお、実施例 1 の車両に用いられてい

るキヤニスタは搭載されていない。

[0085] 点火制御装置 1 0 1 B は、収納ボックス 6 1 より下でサブカバ一 6 2 より

上で且つ リャフェ ンダ 3 8 より車両前方に配置される。車両側面視で、点火

制御装置 1 0 1 B は、シ一 卜レール 4 4 に点火制御装置 1 0 1 B の一部が重

な り、 この点火制御装置 1 0 1 B の残部が、 メイ ンフ レーム 4 2 、 シ一 トレ

—ル 4 4 、バ ックステ一 4 5 で囲われるように配置される。 このような点火



制御装置 1 0 1 Bの配置であれば、点火制御装置 1 0 1 Bへ外方から力がか

かり難くなり、点火制御装置 1 0 1 B を保護することが可能になる。なお、

実施例 2 は、キヤニス夕が設けられていない点以外、実施例 1 と同一構造で

あり説明を省略する。

[0086] 尚、本発明は、実施の形態ではキヤニスタを備えた自動二輪車に適用した

が、キヤニスタを備えた三輪自動車或いは他の鞍乗型車両に適用することは

差 し支えない。

産業上の利用可能性

[0087] 本発明は、キヤニスタを備えた自動二輪車に好適である。

符号の説明

[0088] 0 鞍乗型車両 （自動二輪車）、 2 1 車体フレーム、 3 8 リャフエ

ンダ、4 1 ヘッドパイプ、4 2 メインフレーム、 4 4 し 4 4 R 左右

のシ一 卜レールメンバ、 6 1 収納ボックス、 6 2 補機配置 トレ一、 6 6

配管 （パージ配管）、 7 0 補機部品 （キヤニスタ）、 9 6 液体抜き穴

、 1 0 1 補機部品 （点火制御装置）、 1 1 6 補機部品の支持部 （キヤ二

スタの取付支持部）、 1 1 7 配線、 1 1 8 配線支持部、 1 2 1 a ~ 1 2

1 c 配管支持部 （パージ配管支持部）、 1 2 8 リブ壁、 1 3 大気開

放口、 1 3 7 一端面 （左端面）、 1 3 8 他端面 （右端面）、 1 4 1 点

火制御装置の支持部、 1 4 5 凹部、 1 4 6 ドレ一ン孔、 1 4 8 第 2 の

凹部、 1 5 1 第 1凹部、 1 5 2 第 2 凹部。



請求の範囲

車体 フ レーム と、 この車体 フ レームの周辺 に配置 される少な くとも

つの補機部品 と、前記車体 フ レームの少な くとも一部 を覆 う車体 フ

レームカバ一を備 える鞍乗型車両 において、

前記補機部品は、前記車体 フ レームに取 り付 け られた補機配置 卜レ

—に取付 け られ、

前記補機配置 卜レーは、複数面 を有 し板状 に形成 される樹脂成形品

であ り、 この樹脂成形品には、前記補機部品の支持部 と、補機部品に

付随する配線 を支持する配線支持部及び/ 又 は補機部品に付随する配

管 を支持する配管支持部が一体形成 されていることを特徴 とする鞍乗

型車両。

前記車体 フ レームは、ヘ ッ ドパイプと、 このヘ ッ ドパイプか ら車両

後方且つ下方へ延びるメインフ レーム と、 このメインフ レームの中間

部か ら車幅方向左右 に分かれ車両後方且つ上方へ延びる左右一対のシ

- 卜レール メンバ とか らな り、

前記補機配置 トレ一は、下方へ開放 し前記 メインフ レ一厶に上か ら

嵌 る第 1 凹部 と、下方へ開口 し前記左右のシ一 卜レール メンバの少な

くとも一方 に上か ら嵌 る第 2 凹部 とを有する、請求項 1 記載の鞍乗型

車両。

前記補機配置 トレーは、平面視で、車両前後方向及び車幅方向に延

びてお り、

前記少な くとも 1 つの補機部品は、燃料系補機部品 と電装系補機部

品 とか らな り、

前記補機配置 卜レーの車幅方向の一方 に前記燃料系補機部品が配置 さ

れ、前記補機配置 卜レーの車幅方向の他方 に前記電装系補機部品が配

置 される、請求項 1 又 は請求項 2 記載の鞍乗型車両。

前記補機配置 卜レ一の後部が、後輪の上方 を覆 う リャフェンダに取

付 け られる、請求項 2 又 は請求項 3 記載の鞍乗型車両。



[ 請求項 5 ] 前記補機配置 トレ一の上方 に、収納ボ ックスが配置 され、 この収納

ボ ックスに、 この収納ボ ックス内に溜 まつた液体 を抜 く液体抜 き穴が

形成 される、請求項 1 ~ 4 のいずれか 1 項記載の鞍乗型車両。

[ 請求項 6 ] 前記補機配置 トレーは、前記収納ボ ックスの前記液体抜 き穴の下方

に設 け られた凹部 と、 この凹部 に形成 されて前記補機 卜レ一に溜 まつ

た ドレ一 ンを抜 く ドレ一 ン孔 とを有する、請求項 5 記載の鞍乗型車両

[ 請求項 7 ] 前記少な くとも 1 つの補機部品は前記補機配置 卜レ一に取 り付 け ら

れたキヤニス夕か らな り、前記補機配置 トレ一は、前記キヤニス夕に

設 け られた大気開放 口を囲むように延びる リプ壁 を備 える、請求項 1

~ 6 のいずれか 1 項記載の鞍乗型車両。

[ 請求項 8 ] 前記収納ボ ックスの下方 に配置 されている前記補機配置 卜レ一に、

エ ンジンの点火制御 を行 う点火制御装置が取付 け られる、請求項 5 ~

7 のいずれか 1 項記載の鞍乗型車両。
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